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『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

「
毛
詩
指
説
」

凡

{列

本
稿
は
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
十
五
、
経
部
十
五
「
詩

類
ご
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
毛
詩
指
説
」
(
唐
・
成
伯
瑛
撰
)
の
訳

注
で
あ
る
。

一、

訳
注
の
体
裁
は
〔
原
文
〕
〔
校
勘
〕
(
訓
読
〕
〔
現
代
語
訳
〕
〔
注
〕

か
ら
成
る
。
本
文
は
筆
者
の
判
断
で
{
一

}

i

T

一
}
に
分
段
し
て

訳
出
し
た
。

本
文
の
底
本
に
は
、
乾
隆
六
十
年
ご
七
九
五
)
、
院
元
が
漸
江
学

政
で
あ
っ
た
と
き
、
杭
川
西
湖
の
文
調
閣
に
収
め
ら
れ
た
武
英
殿
版

『
総
目
提
要
』
に
拠
っ
て
重
刻
し
た
と
さ
れ
る
『
欽
定
四
庫
全
書
総

目
』
二
百
巻
首
四
巻
、
い
わ
ゆ
る
「
斯
本
」
(
『
四
庫
全
書
総
目
』
王

伯
祥
断
匂
、
北
京
中
華
書
局
影
印
、
一
九
六
五
年
六
月
、
第
一
版
、

一
九
八
七
年
七
月
、
第
四
次
印
刷
)
を
用
い
、
以
下
五
点
の
提
要
と
校

合
を
行
っ
た
。

①
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
著
録
本
の
は
じ
め
に
附
さ
れ
た
提
要
、

わ

『
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

訳
注

重
野

炉_._
友

ゆ
る
「
書
前
提
要
」
(
台
湾
商
務
印
書
館
影
印
、
一
九
八
三
年
七
月
)
。

②
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
に
附
さ
れ
た
武
英
殿
刻
本
『
欽
定
四
庫
全
書

総
目
』
、
い
わ
ゆ
る
「
殿
版
」
(
台
湾
商
務
印
書
館
影
印
、
一
九
八
三

年
七
月
)
。

③
同
治
七
年
(
一
八
六
八
)
、
淑
江
刻
本
を
重
刻
し
た
広
東
書
局
重
刊
本
、

い
わ
ゆ
る
「
碍
本
」
(
『
欽
定
四
庫
全
書
総
自
』
台
北
芸
文
印
書
館
影

印
、
一
九
六
九
年
三
月
、
第
三
版
を
使
用
。
な
お
、
原
田
種
成
編
『
訓

点
本
四
庫
提
要
』
経
部
二
、
書
・
詩
類
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年

一
月
も
向
版
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
)
。

き
ん
い
く
ふ
つ

④
『
文
糊
閣
四
庫
全
書
』
の
書
前
提
要
(
「
文
糊
関
本
」
)

D

こ
れ
は
、
金
銃
獄

(
一
八
八
七

i
一
九
六
二
)
が
奉
天
図
書
館
の
副
館
長
で
あ
っ
た
と
き
、

議
陽
の
文
湖
閣
の
書
前
提
要
を
抄
校
・
集
成
し
、
一
九
三
五
年
に
遼
海

書
社
よ
り
出
版
し
た
も
の
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
さ
ら
に
影
印
し
た
『
金

銃
搬
手
定
本
文
糊
閣
四
庫
全
書
提
要
』
上
(
「
中
国
公
共
図
書
館
古
籍

文
献
珍
本
陸
刊
・
史
部
」
、
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
復
製
中
心
編
、

五
九
頁
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戸七

一
九
九
九
年
十
一
月
)
を
用
い
た
。

⑤
『
文
津
閣
四
庫
全
室
田
』
の
母
一
一
回
前
提
要
(
「文
津
関
本
」
)
。
こ
れ
に
は
熱

河
の
避
暑
山
荘
に
置
か
れ
た
文
津
閣
の
書
前
提
要
を
集
成
し
て
影
印

を
行
っ
た
『
文
津
閑
四
庫
全
書
提
要
陸
編
』
経
部
(
四
庫
全
書
出
版

北
京
商
務
印
書
館
影
印
、
二

O
O
六
年
一
月
)
を

用工
し1 作
文季
j員
三〉、
τ広

編
近
年
出
版
さ
れ
た
『
提
要
』
の
最
も
新
し
い
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
、
貌
小
虎
編
撰

『
四
庫
全
主
一
回
総
目
集
訂
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
O
一
二
年
十
二
月
)
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

さ
ら
に
、

一、

原
文
に
見
ら
れ
る
俗
字

・
異
体
字

・
欠
筆
な
ど
は
す
べ
て
正
字
体

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
校
勘
に
お
い
て
特
に
注
記
し
て
い
な

に
改
め
、

し
た
。

別
字
の
場
合
は
、
煩
を
避
け
ず

一
々

注
記
す
る
こ
と
と

ま
た
避
詩
字
の
あ
る
場
合
は
、
原
文

・
訓
読
で
は
そ
の
ま
ま

い
。
但
し
、現

代
語
訳
に
お
い
て
は
正
し
く
示
し
、

し
た
。
な
お
、
擾
頭

・
平
出
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旨
を
注
で
明
記

残
し
、

い
ず
れ
も
反
映
さ
せ
て

ーミ、、、
O

BV

チへ

'ν

、

注
に
お
け
る
引
用
書
名

・
篇
名
な
ど
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
初

出
の
場
合
は
正
名
を
記
し
、
再
出
以
後
は
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る

範
囲
で
適
宜
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。

六

O
頁

一、

『
毛
詩
指
説
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
般
的
に
「
通
士
山
堂
経
解
本
」
を

用
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
本
に
は
空
格
が
多
く
、
文
意
、
が
通

じ
難
い
箇
所
が
散
見
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
四
庫
全
書
本
」

を
底
本
と
し
、
通
士
山
堂
本
と
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
際
に
は
そ
の
旨
を

注
記
し
た
。

一、

本
訳
注
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
す
で
に
江
口
尚
純
氏
が
「
西
庫

提
要
詩
類
選
訳
⑥
毛
詩
指
説
一
巻
」
(
『
詩
経
研
究
』
第
二
十
号
、
一

九
九
六
年
二
月
)
と
し
て
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
を
成
す
に
あ

江
口
氏
の
研
究
か
ら
多
大
な
る
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
を
、

た
り
、

こ
に
-
記
し
て
お
く
。

ぉ
1
ト
ト
ド

(
二
)

毛
詩
指
説
一
巻
[
南
江
細
川
督
採
進
本
]

{
一
}
唐
成
伯
瑛
撰
。
伯
瑛
爵
里
無
考
。
書
凡
四
篇
。
一
日
興
述
、

(
五
)

王
棟
詩
観
風
之
旨
、
孔
子
制
詩
正
雅
之
由
。
二
日
解
説
、
先
輝
詩
義
、
而

払

w----

風
雅
煩
次
之
、
周
南
又
次
之
、
詰
惇
序
又
次
之
、
篇
章
又
次
之
、
后
妃
又

ι

F

I

l

E

(

七
)

(
八
)

次
之
、
終
以
鵠
巣
賜
虞
。
大
略
的
出
血
伶
周
南
一
篇
、
築
括
論
列
、
引
申
以
及

@
 

其
鈴
。
三
日
傍
受
、
備
詳
務
魯
毛
韓
四
家
授
受
世
次
、
及
後
儒
訓
耀
源
流
。 明(

先翌



三

O
)

四
日
文
縫
、
凡
三
百
篇
中
、
句
法
之
長
短
、
篇
章
之
多
寡
、
措
辞
之
異
問
、

用
字
之
鱒
例
、
比
自
臆
血
中
市
詳
之
、
頗
似
劉
氏
文
心
雌
龍
之
館
。
蓋
説
経
之

鈴
論
也
。
然
定
詩
序
首
句
一
総
子
夏
所
停
、
其
下
一
民
毛
蓑
所
績
、
賞
伯
瑛
此

書
後
其
端
口
則
決
別
疑
似
、
於
説
詩
亦
深
有
功
失
。

〔
校
勘
〕

①
毛
詩
指
説
一
巻
書
前
提
要
、
文
糊
閣
本
、
文
津
関
本
は
、
上
句
に
「
[
臣
〕

等
謹
案
」
と
あ
る
。

②
南
書
前
提
要
、
文
津
閣
本
は
、
こ
の
字
無
し
。

③
終
以
書
前
提
要
、
文
湖
閣
本
、
文
津
関
本
は
、
「
終
」
字
の
下
に
「
之
」

字
有
り
。

④ 
及

文
律
関
本
は
、
「
血
〈
」
に
作
る
。

〔
訓
読
〕
せ
い
は
く

よ

唐
の
成
伯
瑛
の
撰
。
伯
開
ハ
の
爵
里
は
考
ふ
る
無
し
。
書
凡
て
四
篇
。

に
日
は
く
興
述
、
先
王
詩
を
陳
べ
風
を
観
る
旨
、
孔
子
詩
を
制
り
雅
を
正

す
由
を
明
ら
か
に
す
。
二
に
臼
は
く
解
説
、
先
づ
詩
義
を
釈
し
、
而
し
て

風
・
雅
・
頒
之
に
次
、
ぎ
、
周
南
又
た
之
に
次
、
ぎ
、
詰
・
伝
・
序
又
た
之
に

次
、
ぎ
、
篇
章
又
た
之
に
次
、ぎ
、
后
妃
又
た
之
に
次
、ぎ
、
終
は
る
に
鵠
巣
・

『
凶
庫
全
書
総
目
提
要
』
「
毛
山
一
一
円
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

い
ん
か
っ

賜
虞
を
以
て
す
。
大
路
は
即
ち
周
南
の
一
篇
を
挙
、
げ
、
襲
括
論
列
し
、
引

申
し
て
以
て
其
の
余
り
に
及
ぶ
。
三
に
臼
は
く
伝
授
、
備
さ
に
斉
・
魯
・

毛
・
韓
の
四
家
の
授
受
世
次
、
及
び
後
儒
の
訓
釈
の
源
流
を
詳
ら
か
に
す
。

四
に
日
は
く
文
体
、
凡
て
三
百
篇
中
、
句
法
の
長
短
、
篇
章
の
多
寡
、
措

辞
の
異
問
、
用
字
の
体
例
、
皆
な
臆
挙
し
て
之
を
詳
び
ら
か
に
す
る
こ
と
、

頗
る
劉
氏
の
文
心
雌
龍
の
体
に
似
た
り
。
蓋
し
説
経
の
余
論
な
ら
ん
。
然

れ
ど
も
詩
序
の
首
勾
を
定
め
て
子
夏
の
伝
ふ
る
所
と
為
し
、
其
の
下
を
毛

蓑
の
続
く
所
と
為
す
は
、
実
に
伯
瑛
の
此
の
書
其
の
端
を
発
す
。
則
ち
疑

似
を
決
別
し
、
詩
を
説
く
に
於
い
て
も
亦
た
深
く
功
有
り
。

〔
現
代
語
訳
〕

唐
の
成
伯
瑛
の
撰
。
伯
瑛
の
官
爵
や
郷
里
な
ど
の
経
歴
は
詳
し
く
わ
か
っ

て
い
な
い
。
こ
の
書
は
あ
わ
せ
て
四
篇
か
ら
成
る
。
ま
ず
第
一
篇
を
「
興
述
」

と
い
い
、
こ
れ
は
、
い
に
し
え
の
聖
王
が
各
国
よ
り
集
め
た
詩
を
並
べ
さ
せ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
民
間
の
風
俗
を
観
察
し
た
こ
と
の
意
図
と
、
孔
子
が
(
三
千

余
首
あ
っ
た
)
『
詩
』
を
取
捨
し
て
選
定
し
直
し
、
乱
れ
た
雅
や
煩
の
音
楽

を
(
あ
る
べ
き
姿
に
)
正
し
た
こ
と
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
篇
を
「
解
説
」
と
い
い
、
ま
ず
は
じ
め
に
「
詩
」
の
語
義
を
解
釈
し
、

つ
千
つ
い
て
風
・
雅
・
煩
の
こ
と
、
周
南
の
こ
と
、
詰
・
伝
・
序
の
こ
と
、
篇

六
一

r
貝
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頁

と
章
の
こ
と
、
后
妃
の
こ
と
を
論
じ
、
最
後
に
(
召
南
の
)
「
鵠
巣
」
と
「
勝

虞
」
の
こ
と
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
「
周
南
」
の
一
篇
を

取
り
あ
げ
、
そ
の
説
を
一
つ
一
つ
並
べ
て
論
じ
な
が
ら
誤
り
を
正
し
、
こ
れ

を
広
く
山
引
き
伸
ば
し
て
ほ
か
の
問
題
に
も
波
及
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三

篇
を
「
伝
授
」
と
い
い
、
斉
・
魯
・
毛
・
韓
の
四
家
の
伝
授
に
お
け
る
前
後

関
係
と
、
後
世
の
儒
者
に
よ
る
解
釈
の
源
流
を
く
わ
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
第
四
篇
を
「
文
体
」
と
い
い
、
全
体
と
し
て
『
詩
』
三
百
篇
中
に
お
け

る
、
句
法
の
長
短
、
篇
章
の
多
寡
、
措
辞
の
異
向
、
用
字
の
体
例
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
事
例
を
列
挙
し
つ
つ
、
く
わ
し
く
説
き
及
ん
で
い
る
さ
ま
は
、
き

わ
め
て
劉
氏
の
『
文
心
雌
龍
』
の
体
裁
に
類
似
し
て
い
る
。

篇
は
説
経
の
際
の
余
論
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
詩
序
の
首
句
を

お
そ
ら
く
こ
の

な
く
、
『
提
要
』
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
古
く
は
南
宋
の
熊
克
と
沈

必
議
が
共
に
刊
行
し
た
、
乾
道
八
年
(
一
一
七
二
)
践
の
記
年
を
附

す
南
宋
版
を
鴨
矢
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
本
は
伝
世
し
て

お
ら
ず
、
現
在
通
行
し
て
い
る
の
は
清
の
納
蘭
性
徳
(
一
六
五
五

i

一
六
八
五
)
に
よ
る
「
通
志
堂
経
解
本
」
(
康
照
十
五
年
〈
一
六
七

六
〉
白
抜
刊
)
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
ミ
巻
末
に
熊
克
の
践
を

附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
南
宋
版
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
納
薦
性
徳
が
実
際
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は

何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
彼
の
師
で
あ
る
、
徐
乾
学
(
一
六
三

一
i
一
六
九
四
)
の
旧
蔵
本
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

徐
氏
蔵
の
宋
元
版
目
録
で
あ
る
『
伝
是
楼
宋
元
本
書
目
』
に
は
『
指

説
』
の
書
名
は
見
出
せ
ず
、
一
般
蔵
書
目
録
た
る
『
伝
是
楼
書
目
』

(
経
部
・
詩
)
に
「
毛
詩
指
説
度
成
伯
稔
一
本
[
抄
本
]
」
と

み
え
る
こ
と
か
ら
、
徐
氏
所
蔵
の
『
指
説
』
は
南
宋
版
の
影
写
本
の

類
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
納
蘭
性
徳
は
南
宋
版

自
体
を
底
本
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

た
『
指
説
』
に
は
、
通
志
堂
経
解
本
を
底
本
と
し
た
、
わ
が
明
和
五

年
刊
の
和
刻
本
も
あ
る
。
こ
れ
は
木
村
孔
恭
(
莱
蔑
堂
)
校
訂
に
よ

る
兼
醸
堂
刊
本
で
あ
り
、
版
式
は
お
お
む
ね
通
志
堂
経
解
本
に
依
拠

子
夏
の
伝
え
た
も
の
と
定
義
し
、
そ
の
下
句
を
毛
蓑
の
続
編
で
あ
る
と
断
じ

た
議
論
は
、
ま
さ
に
伯
瑛
の
こ
の
書
に
よ
っ
て
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
(
こ
の
書
が
)
詩
序
の
疑
念
に
対
し
て
決
別
し
た

こ
と
は
、
『
詩
』
を
解
釈
す
る
う
え
に
お
い
て
も
、
や
は
り
深
く
功
績
が
あ

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

注
ノ-、
一
、、.-/

毛
詩
指
説
一
巻

『
毛
詩
指
説
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
き
わ
め
て
少



し
、
関
世
美
の
「
毛
詩
指
説
序
」
、
熊
克
の
元
政
、
岡
元
鳳
の
「
政
」

を
附
す
。
本
文
・
注
文
に
は
訓
点
を
附
し
、
適
宜
送
り
仮
名
を
施
し
、

ま
た
頭
注
に
は
校
訂
者
に
よ
る
八
箇
所
の
校
勘
を
加
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
薬
霞
堂
版
は
い
わ
ゆ
る
私
刊
の
類
で
あ
り
、
そ
の
伝

本
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。

以
上
の
『
指
説
』
お
よ
び
兼
陵
堂
版
に
関
す
る
書
誌
学
研
究
に
つ

い
て
は
、
水
田
紀
久
「
莱
陵
堂
版
『
毛
詩
指
説
』
」
(
『
文
芸
論
叢
』

第
六
号
、

一
九
七
六
年
三
月
、
の
ち
に
『
近
世
日
本
漢
文
学
史
論
考
』

汲
古
書
院
、

一
九
八
七
年
一
月
、
所
収
)
に
詳
し
い
。

r--. 

一
一、』戸J

爾
江
総
督
採
進
本

テ
キ
ス
ト
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
六
種
を
数
え
る
。

『
四
庫
全
書
』
の
底
本
と
し
て
採
用
さ
れ
た

①
勅
撰
本
(
清
初
よ
り
乾
隆
時
ま
で
の
間
に
勅
令
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
も
の
)

②
内
府
蔵
本
(
宮
中
所
蔵
の
御
覧
に
供
す
る
た
め
の
も
の
)

③
永
楽
大
典
本
(
『
永
楽
大
典
』
よ
り
散
侠
書
を
輯
供
し
た
も
の
)

④
各
省
採
進
本
(
各
地
の
総
督
や
巡
撫
等
に
命
じ
て
民
間
よ
り
徴

発
も
し
く
は
購
入
し
た
も
の
)

⑤
私
人
進
献
本
(
天
一
閣
の
ご
と
く
、
地
方
の
名
だ
た
る
蔵
書
家

よ
り
借
用
の
形
で
提
供
さ
せ
た
も
の
)

『
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

⑥
通
行
本
(
巷
聞
に
流
布
す
る
一
般
の
も
の
)

こ
こ
で
い
う
「
雨
江
線
督
」
は
、
清
の
地
方
長
官
の
官
職
で
あ
り
、

江
南
・
江
西
の
二
省
(
の
ち
に
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
三
省
)
の
軍
政

と
民
政
両
方
を
統
括
し
た
。
採
進
さ
れ
た
『
指
説
』
は
、
呉
慰
祖
校

訂
『
四
庫
採
進
室
回
目
』
(
北
京
商
務
印
書
館
、
一
九
六

O
年
)
荷
江

第
一
次
書
自
に
、
「
毛
詩
指
説
〔
一
巻
〕
唐
成
伯
稔
著
一
本
」
と

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
紗
本
の

類
で
は
な
く
版
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
ま
た
『
提
要
』

に
は
、
「
此
の
本
末
に
克
の
政
有
り
。
蓋
し
即
ち
宋
本
従
り
伝
刻
せ

る
な
ら
ん
」
と
あ
り
、
実
際
に
四
庫
全
書
本
に
は
熊
克
の
政
を
存
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
南
宋
版
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ

r--. 

一一一、、_./

と
は
ま
ず
疑
い
な
い
。

成
伯
瑛

そ

『
提
要
』
も
述
べ
る
よ
う
に
、
生
卒
年
を
は
じ
め
、

の
経
歴
は
ほ
と
ん
ど
詳
ら
か
で
な
い
が
、
歴
代
の
諸
文
献
に
は
断
片

的
で
は
あ
る
も
の
の
少
し
く
記
載
が
み
え
て
い
る
。
以
下
、
判
明
し

て
い
る
こ
と
を
列
挙
す
る
。

ま
ず
名
に
つ
い
て
は
、
「
瑛
」
と
「
議
」
の
二
通
り
に
作
る
史
料

が
あ
る
。
前
者
は
、
『
提
要
』
の
ほ
か
に
、
『
新
唐
書
』
芸
文
士
山
(
詩

又
断
章
二
巻
」
条
)
、
『
崇
文
総
目
』
(
詩
類

類
「
毛
詩
指
説
一
巻
、

六
一
二
r
貝
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「
毛
詩
指
説
一
巻
」
、

「
毛
詩
断
章
二
巻
」
条
)
、
『
通
士
山
』
(
芸
文
略

考
六
(
経
詩
「
毛
詩
指
説
」
、

「
毛
詩
断
章
」
条
)
、
『
経
義
考
』
(
詩

と
あ
り
、
唐
の
中
山
(
現
在
の
河
北
省
定
州
市
)
の
人
と
す
る
。
南

宋
・
衛
淀
『
礼
記
集
説
』
の
「
集
説
名
氏
」
に
も
、
同
じ
く
「
唐
中

山
成
氏
伯
瑛
」
と
み
え
る
。
ま
た
『
中
興
館
関
書
目
』
に
は
続
け
て

「
呉
郡
張
幼
倫
注
、
四
円
博
士
劉
素
明
序
」
と
あ
り
、
両
者
は
恐
ら

く
成
伯
瑛
と
年
代
が
近
い
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
そ
の
経

歴
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
、
『
輯
侠
室
田
』
と
、
や
や
時
代
が
降

っ
て
、
関
文
瑛
『
通
士
山
堂
経
解
提
要
』
(
巻
二
)
に
も
同
様
の
記
載

が
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
経
義
考
』
に
拠
っ
た
の
も
の

第
一
、
経
類
第
一
、
書
「
尚
書
断
章
十
三
巻
」
、

問
、
詩
「
毛
詩
指

説
一
巻
」
、
問
、
礼
記
「
礼
記
外
伝
四
巻
」
条
)
、
『
郡
斎
読
書
志
』
(
巻

一
上
、
「
礼
記
外
伝
四
巻
」
条
)
、
『
玉
海
』
(
芸
文
、
詩
「
唐
毛
詩
指

説
」
、
三
礼
「
唐
礼
記
外
伝
」
条
)
、
『
宋
史
』
芸
文
志
(
詩
類
「
毛

詩
指
説
統
論
一
巻
、
又
毛
詩
断
章
二
巻
」
条
)
、
『
文
献
通
考
』
経
籍

六
「
成
氏
毛
詩
断
章
」
、
礼
記
三
「
成
氏
礼
記
外
伝
」
条
)
、
『
玉
函

山
一
房
輯
供
書
』
(
「
礼
記
外
伝
」
条
)
な
ど
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て

は
、
通
志
堂
経
解
本
『
指
説
』
お
よ
び
そ
の
熊
克
の
政
(
四
庫
全
書

本
で
は
、
本
文
を
「
瑛
」
に
作
る
も
の
の
、
熊
克
の
政
の
み
「
稔
」

に
作
る
)
、
『
全
唐
文
』
(
巻
四
百
二
「
経
義
考
乙
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
み
て
み
る
と
、
宋
代
の
史
料
を
中
心
と
し
て

の
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
考
え
ら
れ
る
。

「瑛」

に
作
る
も

最
後
に
著
作
で
あ
る
が
、
成
伯
瑛
に
は
『
毛
詩
指
説
一
』
の
ほ
か
に
、

『
尚
書
断
章
』
十
三
巻
、
『
毛
詩
断
章
』
二
巻
、
『
礼
記
外
伝
』
四
巻

が
諸
目
録
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
は
『
指
説
』
を
除

き
、
い
ず
れ
も
散
供
し
て
お
り
、
『
外
伝
』
の
み
『
輯
侠
書
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
全
唐
文
』
巻
四
百
二
に
は
「
経
一
義
一
考
」

と
題
し
、
短
文
な
が
ら
成
伯
瑛
の
詩
序
論
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
「
解

説
第
二
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
年
代
に
つ
い
て
は
、
『
全
唐
文
』
(
巻
四

一
一
)
に
の
み
「
開

一冗
時
人
」
と
あ
り
、
関
元
年
間
(
七
一
三

1
七
四
こ
の
人
物
と
す

る
が
、
こ
れ
が
何
に
も
と
づ
く
も
の
な
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

続
い
て
籍
貫
は
、
『
経
義
考
』
(
「
成
氏
礼
記
外
伝
」
条
)
に
引
く

「
槽
記
外
傍
四
巻
、
中
山
成
伯
瑛
撰
」

な
お
、
成
伯
瑛
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
江
口
尚
純
「
唐

代
詩
経
学
術
史
考
略
」
(
『
中
国
古
典
研
究
』
第
三
十
五
号
、

九
九

『
中
興
館
閣
書
目
』
に
は
、

O
年
十
二
月
)
、
塩
出
雅
「
唐
代
後
期
の
詩
経
学
|
|
施
士
匂
と
成



(
囚
)

伯
瑛
『
毛
詩
指
説
b
i
l
l
」
(
『
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
五
十
周
年

記
念
論
文
集
』
、
一
九
九
九
年
十
一
月
)
が
あ
り
、
本
稿
執
筆
に
お

い
て
も
多
く
の
神
益
を
受
け
た
。

先
王
陳
詩
観
風
之
旨
い
に
し
え
の
聖
王
は
、
五
年
に
一
度
各
国

を
巡
視
し
、
楽
人
の
長
た
る
大
師
に
命
じ
て
、
そ
の
地
方
の
詩
歌
を

集
め
て
並
べ
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
間
の
風
俗
を
観
察
し
た
。
『
礼

記
』
王
制
篇
に
、
「
天
子
五
年
一
巡
守
口
歳
二
月
、
東
巡
守
至
子
岱

宗
、
柴
市
望
記
山
川
、
親
諸
侯
、
間
百
年
者
、
就
見
之
。
命
大
師
陳

詩
、
以
観
民
風
、
命
市
納
賀
、
以
観
民
之
所
好
悪
。
士
山
淫
好
砕
。
(
天

子
は
五
年
に
一
た
び
巡
守
す
。
歳
の
二
月
、
東
に
巡
守
し
て
岱
宗
に

至
り
、
柴
や
き
て
山
川
を
望
肥
し
、
諸
侯
を
観
し
、
百
年
の
者
を
間

ひ
、
就
き
て
之
を
見
る
。
大
師
に
命
じ
て
詩
を
棟
べ
し
め
、
以
て
民

風
を
観
、
市
に
命
じ
て
賀
を
納
れ
し
め
、
以
て
民
の
好
悪
を
す
る
所

を
観
る
。
志
淫
す
れ
ば
好
み
砕
た
り
ご
と
あ
り
、
そ
の
鄭
注
に
、
「
陳

詩
、
謂
一
米
主
ハ
詩
而
祝
之
。
(
練
詩
は
、
其
の
詩
を
采
り
て
之
を
視
る

と
あ
る
。

語
』
子
宰
篇
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

子
日
、
吾
自
衛
反
於
魯
、
然
後
楽
正
、
雅
煩
各
得
其
所
。

(
子
日
は
く
、
吾
れ
衛
自
り
魯
に
反
り
、
然
る
後
に
楽
正
し
く
、

雅
・
煩
各
お
の
其
の
所
を
得
た
り
、
と
)

古
者
詩
三
千
絵
篇
、
及
至
孔
子
、
去
其
重
、
敢
可
施
於
纏
義
。
上

采
契
后
稜
、
中
述
殻
周
之
盛
、
至
幽
属
之
鉄
、
始
於
妊
席
。
故
日
、

関
錐
之
乱
以
一
筋
風
始
。
鹿
鳴
一
筋
小
雅
始
、
文
王
一
潟
大
雅
始
、
清
廟

一
筋
煩
始
。
三
百
五
篇
、
孔
子
皆
弦
歌
之
、
以
求
合
部
武
雅
煩
之
音
。

稽
梁
自
此
可
得
而
述
、
以
備
王
道
、
成
六
襲
。

(
古
者
は
詩
三
千
余
篇
あ
り
、
孔
子
に
至
る
に
及
び
、
其
の
重
な

り
し
を
去
て
、
礼
義
に
施
す
べ
き
を
取
る
。
上
は
契
・
后
稜
よ
り

采
り
、
中
ご
ろ
は
股
・
周
の
盛
ん
な
る
を
述
べ
、
幽
・
膚
の
欠
に

至
り
、
妊
席
に
始
ま
る
。
故
に
日
は
く
、
関
雄
の
乱
は
以
て
風
の

始
め
と
為
し
、
鹿
鳴
は
小
雅
の
始
め
と
為
し
、
文
王
は
大
雅
の
始

め
と
為
し
、
清
廟
は
頒
の
始
め
と
為
す
、
と
。
三
百
五
篇
あ
り
、

孔
子
皆
な
之
を
弦
歌
し
、
以
て
認
・
武
・
雅
・
煩
の
音
に
合
ふ
を

求
む
。
礼
楽
此
れ
自
り
得
て
述
ぶ
べ
し
、
以
て
王
道
を
備
へ
、
六

芸
を
成
す
)

と
み
え
る
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
『
論

を
謂
ふ
)

(
五
)

孔
子
制
詩
五
雅
之
由
孔
子
が
本
来
三
千
余
篇
か
ら
成
る
『
詩
』

を
筆
削
・
編
纂
し
、
現
在
の
三
百
十
一
篇
に
定
め
た
と
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
孔
子
制
詩
説
」
は
、
『
史
記
』
巻
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
に
、

『
四
麗
全
害
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

六
五
頁
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こ
う
し
た
孔
子
と
『
詩
』
と
の
関
係
は
、
そ
の
具
体
性
な
ど
に
対
し
、

特
に
北
宋
以
後
、
欧
陽
惰
あ
た
り
の
経
学
者
た
ち
に
端
を
発
し
て
論

争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も
の
の
(
「
孔
子
世
家
」
本
条
の
『
史
記
会

注
考
証
』
な
ど
を
参
照
)
、
一
般
に
は
広
く
支
持
さ
れ
て
い
た
学
説

で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
成
伯
演
は
、
以
上
に
あ
げ
た
孔
子

世
家
や
子
卒
篇
を
引
用
し
た
う
え
で
、
「
夫
四
園
所
陳
、
臣
下
所
献
、

出
自
百
家
、
辞
生
部
但
、
宣
能
蓋
善
。
若
不
刊
玉
、
無
神
園
風
。
(
夫

れ
四
国
練
ぶ
る
所
、
臣
下
献
ず
る
所
、
出
づ
る
こ
と
百
家
自
り
し
、

辞
は
部
但
を
生
じ
、
山
一旦
に
能
く
善
を
尽
く
さ
ん
や
。
若
し
刊
正
せ
ざ

れ
ば
、
国
風
を
禅
ふ
無
し
ご
と
述
べ
、
孔
子
刑
詩
説
を
支
持
し
て

⑤
四
始
説
に
つ
い
て

⑥
六
義
に
つ
い
て

⑦
周
地
と
聖
賢
と
の
関
係

③
詰
・
訓
・
伝
・
注

⑨
大
小
序
の
作
者

⑬
篇
と
什

⑪
間
関
雄
が
冒
頭
に
置
か
れ
た
理
由

⑫
后
妃
に
つ
い
て

⑬
関
雄
と
麟
之
祉

⑬
鵠
巣
と
賜
虞

、、、，，ハ】

ト

v
ヌ
r
b

こ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
な
か
に
は
、
す
で
に
鄭
玄
や
孔

穎
達
ら
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
内
容
も
多
い
こ
と
か
ら
、
成
伯
瑛
も

基
本
的
に
そ
れ
ら
の
説
を
敷
併
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼

た
と
え
ば
、
⑤
四
始
説
に
関
し
て
は
次
の

(
六
)

先
棒
詩
義
:
:
:
終
以
鵠
巣
競
虞
成
伯
瑛
の
『
詩
』
に
対
す
る
見

解
の
大
半
は
「
解
説
第
二
」
に
多
く
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
篇
は
他
篇
に
く
ら
べ
て
分
量
も
多
く
、
以
下
の
ご
と
く
全

独
自
の
見
解
も
あ
り
、

体
が
十
四
段
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

①
詩
と
は
何
か

②
各
国
風
の
配
列

③
雅
・
頒
と
正
変
の
別

④
魯
頒
に
つ
い
て

詩
者
有
四
始
。
始
者
正
詩
也
。
謂
之
王
始
。
周
召
二
南
、
園
風
之

正
始
。
鹿
鳴
菩
韮
円
者
義
矯
小
雅
之
正
始
、
文
王
在
上
至
巻
何
一
潟
大

雅
之
正
始
、
清
廟
至
般
矯
煩
之
正
始
。
此
詩
陳
聖
人
之
徳
、
矯
功

用
之
極
。
修
之
則
興
、
康
之
刻
表
。
正
由
此
始
也
。



(
詩
な
る
者
に
四
始
有
り
。
始
め
な
る
者
は
正
詩
な
り
。
之
を
正

始
と
謂
ふ
。
周
・
召
二
南
は
、
国
風
の
正
始
な
り
。
鹿
鳴
・
韮
円
蓋
円

者
十
我
を
小
雅
の
正
始
と
為
し
、
文
王
在
上
よ
り
巻
阿
に
至
る
ま
で

を
大
雅
の
正
始
と
為
し
、
清
廟
よ
り
般
に
至
る
ま
で
を
頒
の
正
始

と
為
す
。
比
の
詩
型
人
の
徳
を
陳
べ
て
、
功
用
の
極
と
為
す
。

之
を
修
む
れ
ば
則
ち
興
り
、
之
を
廃
す
れ
ば
刻
ち
衰
ふ
。
正
に
此

れ
由
り
始
ま
る
な
り
)

「
四
始
」
と
は
、
関
雌
の
序
に
み
え
る
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
風
・
小
雅
・
大
雅
・
頒
を
指
す
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
四
始
と
は
以
上
の
四
者
の
分
類
上
の
用
語
の
よ
う
に
も
考
え

あ
る
い
は
『
詩
』
全
体
を
指
す
言
葉
と
も
受
け
取
れ

ら
れ
る
し
、

る
。
ま
た
、
先
に
引
い
た
『
史
記
』
孔
子
世
家
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
首
篇
を
指
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
成
伯
瑛
は
、

四
始
は
全
体
を
指
す
も
の
で
も
、
あ
る
い
は
首
篇
を
指
す
も
の
で

も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
正
岡
山
・
正
小
雅
・
正
大
雅
・
正
頒
に
含
ま
れ

る
詩
篇
を
指
す
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
従
来
ま
っ
た

く
説
か
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
正
風
正
雅
輿
煩
、

聖
人
之
詩
。
哀
時
念
胤
(
通
志
堂
本
四
字
空
格
)
、
震
嬰
風
。
(
正

風
・
正
雅
と
煩
と
は
、
聖
人
の
詩
な
り
D

時
を
哀
れ
み
乱
を
念
ふ

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

を
変
風
と
為
す
ご
(
「
解
説
第
二
」
)
と
述
べ
る
、
彼
の
主
張
の
一

貫
性
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
⑨
大
小
序
の
作
者
に
つ

い
て
は
、
彼
の
『
詩
』
論
の
な
か
で
も
最
も
特
色
の
あ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
注
(
一
こ
で
あ
ら
た
め
て
検
討
を

(
七
)

加
え
る
。

襲
括

「
襲
桔
」
、
「
回
路
括
」
に
同
じ
。
曲
が
っ
た
木
を
抑
え
て
真

つ
直
ぐ
に
矯
正
す
る
道
具
。
矯
め
木
。
転
じ
て
、
欠
点
や
不
備
を
矯

正
す
る
こ
と
を
い
う
。
『
萄
子
』
性
悪
篇
に
、
「
故
拘
木
必
終
待
襲
括

丞
…
矯
然
後
直
、
鈍
金
必
終
待
磐
属
然
後
利
。
(
故
に
拘
木
は
必
将
ず

ろ
-
つ
れ

い

襲
括
・
丞
…
矯
を
待
ち
て
然
る
後
に
直
く
、
鈍
金
は
必
将
ず
襲
腐
を
待

す
る
ど

ち
て
然
る
後
に
利
し
ご
と
あ
り
、
楊
保
注
に
「
襲
括
、
正
曲
木
之

木
也
。
(
襲
括
は
、
曲
木
の
木
を
正
す
な
り
)
」
と
あ
る
。

(
八
)

論
列
物
事
の
是
非
を
一
つ
一
つ
並
べ
て
論
ず
る
。
『
萄
子
』
王

議
篇
に
、
「
相
者
、
論
列
百
官
之
長
、
要
百
事
之
肺
結
、
以
飾
朝
廷
臣

下
百
吏
之
分
、
度
其
功
労
、
論
其
慶
賞
、
歳
終
奉
其
成
功
、
以
数

於
君
、
嘗
則
可
、
不
嘗
則
廃
。
(
相
な
る
者
は
、
百
官
の
長
を
論
列

す

と

と
の

し
、
百
事
の
聴
を
要
べ
、
以
て
朝
廷
の
臣
下
百
吏
の
分
を
飾
へ
、

其
の
功
労
を
度
り
、
其
の
慶
賞
を
論
じ
、
歳
の
終
は
り
に
其
の
成

以
て
君
に
殺
し
、
当
た
れ
ば
則
ち
可
と
さ
れ
、
当
た

功
を
奉
、
じ
、

六
七
頁
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(
九
)

ら
ざ
れ
ば
則
ち
廃
さ
る
ご
と
あ
る
。

備
詳
替
魯
毛
韓
四
家
授
受
世
次
、
及
後
僑
訓
蒋
源
流

第
三
」
は
、
『
提
要
』
も
述
べ
る
よ
う
に
、
大
き
く
前
後
二
段
に
分

か
た
れ
る
。
ま
ず
前
段
は
、
『
史
記
』
、
『
漢
書
』
、
『
後
漢
書
』
の
各

儒
林
伝
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
斉
詩
ら
四
家
に
よ
る
『
詩
』
の
伝
授
の
歴

史
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
段
は
、
王
粛
を
は
じ
め
と
し
た

六
朝
期
以
降
の
諸
注
釈
に
関
す
る
一
種
の
自
録
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
惰

主
己
経
籍
志
な
ど
に
類
似
し
て
い
る
D

こ
こ
で
は
後
段
を
取
り
あ
げ

て
検
討
を
加
え
る
(
以
下
、
本
文
の
み
で
自
注
は
省
略
す
る
)
。

貌
太
常
王
京
、
又
述
毛
公
義
、
市
鮫
鄭
氏
之
非
。
晋
孫
統
一
矯
詩
評

十
巻
、
論
毛
鄭
王
三
家
異
同
。
宋
徴
士
周
績
之
及
品
一
回
次
宗
、
誼
作

詩
序
義
、
江
照
謝
沈
、
各
注
二
十
巻
。
陸
磯
作
草
木
疏
二
巻
、
亦

論
品
魚
鳥
獣
。
然
土
物
所
生
、
耳
目
不
及
、
相
承
迷
悟
、
明
鰻
事

殊
、
十
得
六
七
十
印
己
。
握
霊
恩
撰
諸
家
集
注
二
十
四
巻
、
沈
重
及

徐
愛
作
音
義
。
梁
武
帝
作
詩
大
義
四
十
巻
。
鄭
玄
又
述
詩
意
、
兼

図
風
土
地
氏
族
、
作
詩
譜
一
容
。
近
代
纂
(
通
士
山
堂
本
空
格
)
集

諸
家
、
互
興
理
致
、
浅
薄
者
恐
非
警
策
之
要
、
不
復
遍
血
中
山
也
。
又

有
解
題
一
巻
。

(
貌
の
太
常
王
粛
、
又
た
毛
公
の
義
を
述
べ
て
、
鄭
氏
の
非
を
鮫

す
。
晋
の
孫
銃
は
詩
評
十
巻
を
為
り
、
毛
・
鄭
・
玉
三
家
の
異
同

を
論
ず
。
宋
の
徴
士
周
続
之
及
び
雷
次
宗
、
並
び
に
詩
序
義
を
作

り
、
江
照
・
謝
沈
、
各
お
の
注
二
十
巻
あ
り
。
陸
磯
は
草
木
疏
二

巻
を
作
り
、
亦
た
虫
・
魚
・
鳥
・
獣
を
論
ず
。
然
れ
ど
も
土
物
生

ず
る
所
、
耳
自
及
ば
ず
、
相
ひ
迷
悟
を
承
け
、
体
を
明
ら
か
に
す

る
も
求
殊
す
る
こ
と
、
十
に
六
七
を
得
た
る
の
み
。
雀
霊
恩
は
諸

家
集
注
二
十
四
巻
を
撰
し
、
沈
重
及
び
徐
愛
は
音
義
を
作
る
。
梁

の
武
帝
は
詩
大
義
四
十
巻
を
作
る
。
鄭
玄
又
た
詩
意
を
述
べ
、
国

風
の
土
地
・
氏
族
を
兼
ね
、
詩
譜
一
巻
を
作
る
。
近
代
の
纂
集
せ

る
諸
家
、
互
ひ
に
理
致
を
興
し
、
浅
薄
な
る
者
恐
ら
〈
は
警
策
の

要
に
非
ず
、
復
た
遍
ね
く
挙
、
げ
ざ
る
な
り
。
又
た
解
題
一
巻
有
り
)

以
上
の
諸
本
の
配
列
は
、
必
ず
し
も
年
代
順
に
依
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
取
捨
の
基
準
も
一
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
南
朝
系
の
学
者
の
著
作
が
多
〈
、
そ
の
内

容
も
王
粛
を
は
じ
め
と
し
た
伝
築
批
判
の
書
を
中
心
に
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
成
伯
瑛
は
、

『
正
義
』
成
立
以
後
、
不
動
の
地
位
を
占
め
て
い
た
伝
築
の
説
に
対

し
、
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
最
後
に
「
又
た
解
題
一
巻
有
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
伝
授



続
い
て
、
第
一
の

述
べ
る
D

「
句
法
の
長
短
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

字
是
也
D

三
言
成
句
、
夜
未
央
、
綴
首
門
邦
、
思
無
邪
、
振
鷺
終
篇

日
疋
也
。
四
言
成
句
、
其
類
滋
多
。
五
言
成
句
者
、
誰
謂
雀
無
角
是

也
。
六
言
成
句
者
、
昔
者
先
王
受
命
、
有
如
召
公
之
句
。
七
ニ
一
一
口
成

句
、
如
彼
築
室
於
道
謀
、
不
敢
数
我
友
自
逸
、
我
生
之
初
尚
無
造

是
也
口
八
言
成
句
、
十
月
路
蜂
入
我
床
下
是
也
。
不
至
九
字
十
言

者
、
警
長
気
緩
、
難
合
雅
章
。

(
一
字
を
発
す
る
は
、
未
だ
箭
懐
す
る
に
足
ら
ず
。
二
音
に
至
り

て
、
殆
ん
ど
句
を
成
す
D

煩
/
中
に
肇
・
程
〈
周
煩
「
維
清
」
〉
の

二
字
有
る
は
是
れ
な
り
。
三
言
も
て
句
を
成
す
は
、
夜
未
だ
央

な
ら
ず
〈
小
雅
「
庭
燦
」
〉
、
万
邦
を
緩
ん
、
ず
〈
周
頒
「
桓
」
〉
、
思

ひ
邪
無
し
〈
魯
煩
「
駒
」
〉
、
振
鷺
の
終
篇
是
れ
な
り
。
四
言
も
て

匂
を
成
す
は
、
其
の
類
滋
ま
す
多
し
。
五
言
も
て
匂
を
成
す
は
、

誰
か
謂
ふ
や
雀
に
角
無
し
と
〈
石
南
「
行
露
」
〉
是
れ
な
り
。
六

言
も
て
匂
を
成
す
は
、
若
者
先
王
命
を
受
く
、
召
公
の
如
き
有
り

〈
大
雅
「
召
受
」
〉
の
句
な
り
。
七
言
も
て
句
を
成
す
は
、
彼
の

室
を
築
く
を
道
に
謀
る
が
如
し
〈
小
雅
「
小
田
文
」
〉
、
敢
へ
て
我
が

友
の
自
ら
逸
す
る
に
殺
は
ず
〈
小
雅
「
十
月
之
交
」
〉
、
我
が
生
の

初
め
、
尚
は
く
は
造
す
無
け
ん
〈
王
風
「
免
愛
」
〉
是
れ
な
り
口

八
言
も
て
句
を
成
す
は
、
十
月
燃
蜂
我
が
床
下
に
入
る
〈
路
風
「
七

成
伯
瑛
に
は
別
に
『
解
題
』
と
称
す
る
以
上
の
ご
と
き
一
幸
一回、が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(一

O
)
凡
三
百
篇
中
:
:
:
頗
似
劉
氏
文
心
離
龍
之
鱒
『
提
要
』
も
述
べ

る
よ
う
に
、
「
文
体
第
四
」
は
、
四
つ
の
論
か
ら
成
り
、
全
体
を
五

段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
冒
頭
の
段
で
は
、

虞
書
田
、
工
以
納
言
、
時
而
髄
之
。
此
君
臣
相
戒
、
歌
詩
之
漸
也
。

詩
授
於
一
士
一
口
、
告
一
口
系
平
辞
、
裁
成
曲
度
、
謂
之
文
章
。
引
市
伸
之
、

以
成
歌
詠
。
歌
有
折
衷
、
音
有
清
濁
、
音
律
相
諮
、
部
栄
之
用
也
。

(
虞
蓄
に
日
は
く
、
工
以
て
言
を
納
れ
、
時
し
く
し
て
之
を
臆
げ

よ
、
と
。
此
れ
君
臣
相
ひ
戒
む
る
は
、
歌
詩
の
漸
な
り
。
詩
は
一
一
言

よ
り
発
し
、
言
は
辞
に
系
か
り
、
裁
ち
て
曲
度
を
成
す
、
之
を
文

章
と
謂
ふ
。
引
き
て
之
を
伸
ば
し
、
以
て
歌
詠
を
成
す
。
歌
に
折

衷
有
り
、
音
に
清
濁
有
り
、
音
律
相
ひ
諮
ふ
は
、
即
ち
楽
の
用
な

り
)

と
い
い
、
詩
歌
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
音
律
が
互
い
に
調
和
す

る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

俊
一
字
、
未
足
好
懐
。
至
於
二
音
、
殆
成
句
失
。
煩
中
有
肇
龍
二

『
四
庫
全
害
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
-
訳
注
(
重
野
)

六
九
頁
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次
の
段
で
は
、

「
篇
章
の
多
寡
」
と

「
措
辞
の
異
同
」
に
つ
い
て

也
。
或
重
章
共
述

三
事
、
採
毅
是
也
。
或

一
事
而
有
数
章
、
甘
栄

之
詩
是
也
。
又
首
章
岡
市
末
異
者
、
東
山
之
詩
是
也
。
首
章
異
而

末
同
者
・
、
漢
康
之
詩
是
也
。

(
文
篇
の
大
小
は
、
章
の
多
少
に
依
る
。
或
い
は
一
章
、
を
五
篇
と

、
為
す
、
烈
祖
・
玄
鳥
是
れ
な
り
。
或
い
は
二
章
を
一
付
属
と
為
す
、

駒
虞
・
滑
陽
是
れ
な
り
。
多
く
は
主
月
の
詩
に
過
ぎ
ず
。
又
た
桑

柔
の
十
六
章
是
れ
な
り
。
句
の
内
少
は
、
米
首
の
二
句
に
止
ま
る

の
み
。
多
く
は
載
斐
の
詩
の
三
十
一
句
、
関
宮
の
三
十
八
句
、
是

れ
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
或
い
は
章
を
重
ね
て
一
事
を
共
述
す
る
は
、

採
頚
是
れ
な
り
D

或
い
は
一
事
に
し
て
数
章
有
る
は
、
甘
業
の
詩

是
れ
な
り
。
又
た
首
章
向
く
し
て
末
異
な
る
者
は
、
東
山
の
詩
是

れ
な
り
D

首
章
異
に
し
て
末
同
じ
き
者
は
、
漢
広
の
詩
是
れ
な
り
)

前
半
は
、
一
章
に
対
し
て
篇
数
の
大
小
と
匂
数
が
詩
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
後
半
で
は
、
閥
風
「
東
山
」
と
周
南

「
漢
広
」
を
例
と
し
て
、
『
詩
』
に
は
、
歌
い
出
し
は
同
じ
で
あ
る

が
結
び
が
異
な
る
も
の
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
歌
い
出
し
は
異
な
る
が

結
び
が
同
じ
で
あ
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
三
の
「
用
字
の
体
例
」
に
つ
い
て
は
、
『
詩
』
に
お
い
て
使
用

さ
れ
て
い
る
諾
助
を
用
例
と
と
も
に
列
挙
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
初

丹
」
〉
是
れ
な
り
D

九
字
・
十
言
に
至
ら
ざ
る
は
、
声
長
く
気
緩

や
か
に
し
て
、
雅
章
を
合
し
難
し
)

こ
の
段
は
、
『
詩
』
に
お
け
る
一
句
の
字
数
の
パ
タ
ー
ン
を
そ
れ
ぞ

れ
用
例
を
伴
っ
て
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
次
の
二
点
に
注
意

し
た
い
。
一
つ
は
、
七
言
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
十
月
之
交
」
の
「
不

敢
数
我
友
自
逸
」
が
、
現
行
『
詩
』
で
は
「
我
不
敢
数
我
友
自
逸
」

の
八
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
成
伯
瑛
の
誤
脱
に
よ

る
も
の
な
の

か
、
あ
る
い
は
当
時
そ
の
よ
う
な
異
本
が
存
在
し
て
い

た
の
か
不
明
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
「
免
愛
」
の
「
我
生
之
初
尚

無
造
」
で
あ
る
が
、
ふ
つ
う
こ
の
句
は
「
我
生
之
初
、
尚
無
造
」
と

断
句
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
一
句
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
あ
る
い

は
詩
の
読
み
方
そ
の
も
の
に
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

述
べ
る
。

文
篇
之
大
小
、
依
章
之
多
少
。
或
一
章
一
筋
玉
篇
、
烈
祖
玄
鳥
是
也
。

或
二
章
矯
一
篇
、
勝
虞
滑
楊
是
也
。
多
不
過
正
月
之
詩
。
又
桑
柔

十
六
章
是
也
。
句
之
内
少
者
、
件
不
菖
止
(
通
志
堂
本
空
格
)
於
二

句
耳
。
多
者
載
斐
之
詩
三
十
一
句
、
関
宮
三
十
八
句
、
不
過
於
是



め
の
一
例
を
あ
げ
る
。

及
平
辞
徐
語
助
者
、
詩
書
同
有
之
。
巳
駕
哉
、
謂
之
何
哉
、
慨
(
通

士
山
堂
本
空
格
)
之
深
品
。
侠
我
於
庭
平
而
、
充
耳
以
青
乎
市
。
而

加
平
而
二
字
震
助
者
、
悔
之
深
也
。

(
辞
余
の
語
助
に
及
ぶ
者
、
詩
・
書
同
じ
く
之
れ
有
り
。
巳
・
駕

・
裁
は
、
之
を
何
哉
と
謂
ひ
、
慨
の
深
き
な
り
。
我
を
庭
に
侯
つ
、

充
耳
青
を
以
て
す
〈
斉
風
「
著
」
〉
。
市
加
・
乎
而
の
二
字
を
助
と

為
す
は
、
悔
の
深
き
な
り
)

ま
た
最
後
に
は
「
詩
韻
章
者
、
隔
室
(
通
志
堂
本
二
字
空
格
)
聴
音
、

同
於
遠
響
、
不
甚
切
血
。
(
詩
韻
事
く
者
、
室
を
隔
て
て
音
を
聴
く

こ
と
、
遠
響
に
同
じ
く
、
甚
だ
し
く
は
切
な
ら
ざ
る
な
り
ご
と
結

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
冒
頭
の
「
音
律
相
ひ
階
ふ
」
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。

詩
人
之
才
有
短
長
。
言
之
直
者
、
取
辞
達
而
己
突
。
事
之
長
者
、

歌
之
難
牽
、
不
思
章
句
之
繁
。
此
皆
詩
之
憾
。
泊
乎
六
園
、
喪
胤

弘
多
、
哀
傷
深
寄
於
騒
文
、
怨
刺
不
関
於
上
園
。
前
代
尚
質
、
大

約
僻
皆
平
淡
、
意
極
淳
撲
(
通
志
堂
本
「
大
約
辞
皆
平
淡
」
以
下

作
「
辞
盤
意
極
乎
一
畏
言
比
白
抱
僕
」
)
。
後
来
英
彦
、
各
撞
文
章
、
致

遠
藍
尚
於
軽
浮
、
鈎
深
曲
錦
於
美
一
麓
D

蓋
徐
勇
可
賀
、
逸
気
難
牧
。

分
錬
猶
昧
於
漢
初
、
雑
韓
殺
揮
於
貌
始
。
於
是
有
辞
有
詠
、
震
引

一
風
行
、
悲
憤
成
(
通
志
堂
本
作
「
郎
」
)
謡
、
長
吟
(
通
志
堂
本

作
「
吟
退
」
)
殺
古
。
寓
言
感
興
、
郎
事
陳
情
。
今
古
不
向
、
未

知
其
極
D

斯
則
饗
中
之
饗
也
。
雄
無
美
刺
之
目
、
並
開
局
詩
家
之
流
、

故
備
論
之
耳
。

(
詩
人
の
才
に
短
長
有
り
。
ニ
一
一
口
の
直
な
る
者
は
、
辞
を
取
り
て
達

す
る
の
み
。
事
の
長
な
る
者
は
、
之
を
歌
ふ
も
尽
く
し
難
く
、
章

句
の
繁
を
思
は
ず
。
此
れ
皆
な
詩
の
体
な
り
D

六
国
に
泊
び
、
喪

乱
弘
だ
多
く
、
哀
傷
は
深
く
騒
文
に
寄
せ
、
怨
刺
は
上
国
に
関

お
お
よ
そ

は
ら
ず
。
前
代
は
質
を
尚
び
、
大
約
辞
は
皆
な
平
淡
に
し
て
、
意

は
極
め
て
淳
撲
な
り
。
後
来
の
英
彦
、
各
お
の
文
章
を
撞
に
し
、

致
遠
は
直
だ
軽
浮
を
尚
び
、
鈎
深
は
美
麗
に
曲
帰
す
。
蓋
し
余
勇

賀
ふ
べ
く
、
逸
気
牧
め
難
し
。
分
捕
燃
は
猶
ほ
漢
初
に
味
く
、
雑

体
は
貌
始
に
発
揮
す
。
是
に
於
い
て
辞
有
り
詠
有
り
、
引
と
為
し

行
と
為
し
、
悲
憤
し
て
謡
を
成
し
、
長
吟
し
て
古
に
殺
ふ
。
言
を

寓
し
て
輿
を
感
じ
、
事
に
即
し
て
情
を
陳
ぶ
。
今
古
同
じ
か
ら
ず
、

未
だ
其
の
極
ま
る
を
知
ら
ず
。
斯
れ
則
ち
変
中
の
変
な
り
。
美
刺

最
後
の
一
段
で
は
こ
の
篇
全
体
の
総
論
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

「毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

七
一
頁
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七
二
頁

の
目
無
し
と
雌
も
、
並
び
に
詩
家
の
流
に
属
す
、
故
に
備
に
之
を

論
ず
る
の
み
)

止
。
葛
輩
、
后
妃
之
本
也
。
鴻
一
勝
、
美
宣
王
也
D

如
比
之
類
是
也
。

主
(
下
皆
是
大
毛
自
以
詩
中
之
意
、
市
繋
其
辞
也
。
〈
解
説
第
二
〉

(
序
は
、
緒
な
り
。
繭
称
の
緒
有
る
が
如
く
、
其
の
述
作
の
意
を

申
ぶ
る
な
り
。
亦
た
義
と
同
じ
。
今
の
学
者
以
て
大
序
は
皆
な

是
れ
子
夏
の
作
る
所
と
為
す
は
、
未
だ
能
〈
惑
ふ
無
き
こ
と
能
は

ず
。
関
維
の
序
の
如
き
、
首
尾
相
結
し
、
二
南
を
冠
束
す
。
故
に

昭
明
太
子
も
亦
た
大
序
は
是
れ
子
夏
の
全
制
と
云
ひ
、
文
什
に
編

入
せ
り
。
其
の
余
の
衆
篇
の
小
序
は
、
子
夏
唯
だ
初
句
を
裁
す
る

の
み
に
し
て
、
也
の
字
に
至
り
て
止
む
。
葛
軍
は
、
活
妃
の
本
な

り
。
鴻
鴻
は
、
官
一
王
を
美
む
る
な
り
。
此
の
類
の
如
き
是
れ
な
り
。

其
の
下
は
皆
な
是
れ
大
毛
自
ら
詩
中
の
意
を
以
て
し
、
市
し
て
其

の
辞
を
繋
く
る
な
り
)

す
な
わ
ち
、
大
序
は
子
夏
の
作
で
あ
る
が
、
小
序
は
首
匂
と
続
匂
と

に
分
け
ら
れ
、
首
句
は
子
夏
の
作
、
続
匂
は
毛
蓑
の
作
で
あ
る
と
断

じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
成
伯
演
は
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
二
点
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
は
、

毛
公
作
傍
之
日
、
漢
興
己
亡
其
六
篇
。
但
接
亡
篇
之
小
序
、
惟
有

一
句
。
毛
既
不
見
詩
鰻
。
無
由
得
措
其
辞
也
。
〈
向
上
〉

(
毛
公
伝
を
作
り
し
日
、
漢
興
り
て
巳
に
其
の
六
篇
を
亡
ぼ
す
。

詩
人
の
才
は
短
一
長
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
感
情
を
素
直
に
表
現
す
る
者

は
、
適
切
な
言
葉
を
選
ん
で
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
方
で

内
容
を
重
視
す
る
者
は
、
章
句
が
繁
雑
と
な
り
、
な
か
な
か
に
尽
く

し
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
詩
の
自
然
な
姿
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
『
詩
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
さ

ら
に
以
下
、
『
詩
』
と
後
世
の
詩
と
の
相
違
や
詩
体
の
変
遷
に
つ
い

て
も
述
べ
て
い
る
。

二
然
定
詩
序
首
匂
矯
子
夏
所
簿
:
:
:
於
説
詩
亦
深
有
功
失
詩
序
の

作
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
唐
代
に
お
い
て
諸
説
紛
々
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
も
の
の
(
『
提
要
』
詩
類
「
詩
序
」
を
参
照
)
、
司
毛
詩
正

義
』
を
は
じ
め
、
基
本
的
に
大
序
・
小
序
は
、
い
ず
れ
も
子
夏
の
作

で
あ
る
と
す
る
の
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
成
伯
演
は
以

下
の
よ
う
な
新
説
を
提
示
し
て
い
る
。

序
者
、
緒
也
。
如
繭
紙
之
有
緒
、
申
其
述
作
之
意
也
。
亦
奥
義
向
。

今
向
学
者
以
一
潟
大
序
皆
日
疋
子
夏
所
作
、
未
能
無
惑
。
如
関
雄
之
序
、

首
尾
相
結
、
冠
束
二
南
。
故
昭
明
太
子
亦
云
大
序
是
子
夏
全
制
、

編
入
文
什
。
其
絵
衆
篇
之
小
序
、
子
夏
唯
裁
初
句
耳
、
至
也
字
而



位
だ
亡
篇
の
小
序
に
拠
れ
ば
、
惟
だ
一
旬
有
る
の
み
。
毛
既
に
詩

体
を
見
ず
し
て
、
由
り
て
其
の
辞
を
措
く
を
得
る
無
き
な
り
)

と
い
い
、
逸
詩
で
あ
る
小
雅
「
南
核
」
以
下
の
六
詩
の
小
序
が
、
い

ず
れ
も
初
句
の
み
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

毛
蓑
の
時
代
に
は
す
で
に
詩
の
本
文
が
失
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
序
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
い
ま
一
つ
は
、

又
高
子
是
戦
園
時
人
、
在
子
夏
之
後
。
山
晶
子
夏
之
世
、
祭
皆
有
戸
。

霊
星
之
戸
、
子
夏
無
矯
取
引
。
一
句
之
下
、
多
是
毛
公
所
加
、
非

子
夏
明
失
。
〈
同
上
〉

(
又
た
高
子
は
是
れ
戦
国
の
時
の
人
に
し
て
、
子
夏
の
後
に
在
り
。

子
夏
の
世
に
当
た
り
、
祭
り
に
は
皆
な
戸
有
り
。
霊
星
の
戸
、
子

夏
為
に
取
り
て
引
く
無
し
D

一
句
の
下
、
多
く
は
是
れ
毛
公
の
加

ふ
る
所
に
し
て
、
子
夏
に
非
、
さ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
)

と
い
い
、
こ
れ
は
周
煩
「
総
衣
」
の
序
に
、
「
締
衣
、
緯
賓
戸
也
。

高
子
日
、
霊
星
之
戸
也
。
(
紙
衣
は
、
緯
し
て
戸
を
賓
す
る
な
り
。

高
子
日
は
く
、
霊
星
の
戸
な
り
、
と
ご
と
あ
る
こ
と
を
取
り
あ
げ

た
も
の
で
あ
り
、
序
に
み
え
る
「
高
子
」
(
明
孟
子
』
告
子
下
に
み
え
、

孟
子
と
議
論
し
た
)
が
、
子
夏
と
時
代
を
異
に
す
る
た
め
引
用
は
不

可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
結
衣
篇
の
序

『
四
距
全
書
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

に
対
す
る
疑
念
は
、
す
で
に
鄭
玄
が
「
答
張
逸
云
、
高
子
之
ニ
一
一
口
、
非

毛
公
。
後
人
著
之
。
(
張
逸
に
答
へ
て
云
ふ
、
高
子
の
一
一
一
一
口
、
毛
公
に

非、ず
D

後
人
之
を
著
す
)
」
(
『
正
義
』
締
衣
疏
所
引
吋
鄭
士
山
』
)
と
述

べ
て
お
り
、
後
人
か
毛
公
か
の
別
は
あ
る
も
の
の
、
成
伯
瑛
が
こ
の

説
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
考
え
て
相
違
な
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
ま
さ
に
『
提
要
』
が
「
然
則
惟
取
序
首
、
伯
瑛
己
先
ニ
一
一
口
之
、

不
自
轍
創
失
。
(
然
ら
ば
則
ち
惟
だ
序
の
首
め
を
取
る
は
、
伯
瑛
己

に
先
に
之
を
言
ひ
、
轍
自
り
創
ま
ら
ざ
る
な
り
)
」
(
詩
類
、
蘇
轍
「
詩

集
伝
」
)
と
い
う
よ
う
に
、
詩
序
を
明
確
に
首
匂
と
続
句
と
に
分
け

た
の
は
成
伯
瑛
が
先
駆
で
あ
り
、
こ
の
説
は
宋
代
以
降
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

3
 

{
二
】
伯
瑛
尚
有
毛
詩
断
章
二
巻
、
見
山
宗
文
総
告
。
稿
其
取
春
秋
断
章
之
義
、
紗

取
詩
語
、
葉
市
出
之
。
蓋
即
李
石
詩
如
例
之
類
。
宋
熊
克
嘗
輿
毘
陵
沈
必
没
、

欲
合
二
書
刻
之
、
而
断
章
一
書
、
寛
求
之
不
獲
。
乃
先
刻
指
説
。
此
本
末
有

{五

)

ι

v・

克
政
、
蓋
部
従
宋
本
侍
刻
也
。
克
嘗
著
中
興
小
歴
。
別
見
史
部
編
年
類
中
。

(

h

ハ)ド

b
l
i
z
-
-
i仁じ
1
1
1

其
刻
比
書
時
、
方
分
数
於
京
口
。
故
抜
稿
刻
之
洋
林
云
。

七
三
頁
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〔
校
勘
〕

①
紗
書
前
提
要
、
殿
版
、
文
津
閣
本
は
、
「
抄
」
に
作
る
。

②
歴
殿
版
、
文
糊
関
本
は
、
「
紀
」
に
作
る
。

③
於
文
糊
閣
本
は
、
「
子
」
に
作
る
。

④
故
抜
稀
刻
之
洋
林
云
文
津
閣
本
は
、
「
之
」
字
の
下
に
「
於
」
字
有
り
。

ま
た
こ
の
匂
の
後
に
、
書
前
提
要
は
、
「
乾
隆
四
十
六
年
三
月
恭
校
上
」
、

文
湖
閤
本
は
、
「
乾
隆
四
十
七
年
十
月
恭
校
上
」
、
文
津
関
本
は
、
「
乾
隆

四
十
九
年
三
月
恭
校
上
」
と
結
ぶ
。

〔
訓
読
〕

伯
瑛
に
尚
ほ
毛
詩
断
章
二
巻
有
り
、
出
一
訳
文
総
目
に
見
ゆ
。
其
の
春
秋
断
章

の
義
を
取
り
、
詩
の
語
を
紗
取
し
、
葉
め
て
之
を
出
だ
す
と
称
す
。
蓋
し
即

ち
李
石
の
詩
如
例
の
類
な
ら
ん
。
宋
の
熊
克
嘗
て
毘
陵
の
沈
必
設
と
、
二

書
を
合
し
て
之
を
刻
せ
ん
と
欲
せ
し
も
、
市
る
に
断
章
の
一
世
一
日
は
、
寛
に
之

を
求
む
る
も
獲
ず
。
乃
ち
先
づ
指
説
を
刻
す
。
此
の
本
末
に
克
の
政
有
り
、

蓋
し
即
ち
宋
本
従
り
伝
刻
せ
る
な
ら
ん
。
克
嘗
て
中
興
小
歴
を
著
す
。
別
に

史
部
の
編
年
類
中
に
見
ゆ
。
其
の
此
の
書
を
刻
せ
し
時
、
方
に
京
口
に
分
教

す
。
故
に
肢
に
之
を
沖
林
に
刻
す
と
称
す
と
云
ふ
。

七
四
頁

〔
現
代
語
訳
〕

伯
演
に
は
、
さ
ら
に
『
毛
詩
断
章
』
二
巻
の
著
作
が
あ
り
、
こ
れ
は
吋
崇

文
総
自
』
に
み
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
本
書
は
『
春
秋
』
に
お
け
る

断
章
取
義
を
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
明
詩
』
中
の
語
句
を
抜
き
書
き
し
、

そ
れ
ら
を
集
め
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
そ
の
こ
と

か
ら
)
お
そ
ら
く
李
石
の
『
詩
如
例
』
に
類
似
し
た
書
な
の
で
あ
ろ
う
。
宋

の
熊
克
は
毘
陵
の
沈
必
議
と
と
も
に
、
こ
の
二
書
を
合
わ
せ
て
刊
行
し
よ
う

と
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
『
断
章
』
の
一
書
は
、
つ
い
に
求
め
る
こ
と

は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
、
ま
ず
『
指
説
』
を
刊
行
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
(
四
庫
全
書
採
進
本
)
は
末
尾
に
熊
克
の
政
文
を

存
す
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
宋
本
に
も
と
づ
い
て
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ

た
も
の
の
な
か
の
一
本
な
の
で
あ
ろ
う
。
熊
克
は
か
つ
て
『
中
興
小
歴
』
を

著
し
て
お
り
、
そ
の
『
提
要
』
は
別
に
史
部
の
編
年
類
中
に
み
え
る
。
熊
克

が
『
指
説
』
を
刊
行
し
た
と
き
は
、
折
し
も
京
司
(
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
)

で
分
校
勤
務
の
立
場
と
し
て
教
育
に
従
事
し
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
政
文
に
は
、
ご
」
の
書
を
沖
林
に
お
い
て
刊
行
し
た
」
と
述
べ
た
次
第

な
の
で
あ
る
。



在

〆'ー、、

一
、--〆

見
崇
文
綿
目
:
:
:
紗
取
詩
語
葉
市
出
之
『
崇
文
総
目
』
巻
一

「
詩
類
」
に
、
「
唐
成
伯
瑛
撰
。
大
抵
取
春
秋
賦
詩
断
章
之
義
、
紗

取
詩
語
、
葉
市
出
之
。
(
唐
の
成
伯
瑛
の
撰
。
大
抵
は
春
秋
の
賦
詩

断
章
の
義
を
取
り
、
詩
の
語
を
紗
取
し
、
葉
め
て
之
を
出
す
)
」
と

み
え
る
口
ま
た
、
『
玉
海
』
巻
三
十
八
、
芸
文
、
詩
「
毛
詩
断
章
二

巻
」
の
注
に
も
、
「
取
春
秋
賦
詩
断
章
之
義
、
紗
取
詩
語
葉
市
出
之
。

凡
百
門
、
序
云
貞
元
十
年
撰
。
(
春
秋
の
賦
詩
断
章
の
義
を
取
り
、

詩
の
語
棄
を
紗
し
て
之
を
出
す
。
凡
て
百
門
、
序
に
貞
元
十
年
の
撰

と
云
ふ
)
」
と
あ
り
、
『
断
章
』
が
も
と
百
円
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
春
秋
賦
詩
断
章
之
義
」
と
は
、

『
春
秋
』
に
は
『
詩
』
の
一
章
一
句
を
自
身
の
都
合
の
良
い
よ
う
に

抜
き
出
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
(
い
わ
ゆ
る
「
断
章
取
義
」
)
が
散

見
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
裏
公

一
一
十
八
年
、
経
「
冬
、
替
慶
封
来
奔
」
条
の
伝
に
、
「
余
濁
鷲
砕
之
。

賦
詩
断
章
。
余
取
所
求
鷲
。
悪
識
宗
。
(
余
れ
独
り
駕
ぞ
之
を
砕
け

ん
。
詩
を
賦
す
る
に
章
を
断
つ
。
余
れ
求
む
る
所
を
取
ら
ん
と
す
。

悪
ぞ
宗
を
識
ら
ん
)
」
と
み
え
る
語
で
あ
り
、
社
預
は
「
言
己
荷
欲

有
求
於
慶
氏
、
不
能
復
顧
穫
。
時
世間
如
賦
詩
者
取
其
一
章
而
己
。
r---. 

にコ

『
四
庫
全
世
一官
総
目
提
嬰
』
「毛
詩
指
説
」
訳
注
(
重
野
)

〆'ー¥

一
一、._/

ふ
こ
こ
ろ
は
己
れ
荷
も
慶
氏
に
求
め
有
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
復
た
礼

を
顧
み
る
能
は
ず
。
僻
宮
へ
ば
詩
を
賦
す
る
者
其
の
一
章
を
取
る
が

如
き
の
み
ご
と
注
し
て
い
る
D

李
石
北
宋
・
徽
宗
・
大
観
二
年
(
一
一

O
八
)
i南
宋
・
孝
宗

・
淳
照
八
年
(
一
一
八
一
)
。
字
は
知
幾
、
方
舟
と
号
す
。
資
州
磐

石
(
現
在
の
四
川
資
中
)
の
人
。
紹
興
二
十
一
年
(
一
一
五
一
)
の

進
士
。
成
都
戸
曹
参
軍
、
召
さ
れ
て
太
学
録
と
な
る
。
紹
興
二
十
九

年
(
一
一
五
九
)
に
は
、
同
郷
で
も
あ
る
越
遠
の
推
薦
に
よ
っ
て
太

学
博
士
と
な
っ
た
が
、
の
ち
に
成
都
学
官
に
罷
免
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

知
察
州
な
ど
を
歴
任
し
、
淳
照
二
年
(
一
一
七
五
)
に
は
、
成
都
府

路
転
運
判
官
に
任
じ
ら
れ
た
。
淳
照
八
年
、
成
都
に
卒
す
。
著
作
に

は
『
方
舟
易
学
』
二
巻
(
経
部
七
、
易
類
存
目
こ
の
ほ
か
に
、
『
方

舟
集
』
七
十
巻
(
巻
一
百
五
十
九
、
集
部
十
二
、
別
集
類
)
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
現
在
で
は
散
供
し
て
お
り
、
現
行
本
は
『
永
楽
大
典
』

よ
り
輯
供
し
た
二
十
四
巻
本
で
あ
る
。

詩
如
例
一
巻
口
李
石
の
撰
。
『
提
要
』
巻
三
十
、
経
部
三
十
「
春

秋
類
存
自
ご
に
『
左
氏
君
子
例
』
一
巻
、
『
詩
補
遺
』
一
巻
と
と

も
に
著
録
す
る
。
『
提
要
』
で
は
供
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
『
方

〆........._

一一
、、_./

舟
集
』
巻
二
十
一

1
二
十
三
に
「
左
氏
詩
如
例
」
と
し
て
収
め
ら
れ

七
五
頁
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七
六
頁

そ
の
内
容
に
つ
い
て
『
提
要
』
は
、
「
又
以
左
停
引
詩
、

不
皆
印
刷
〈
今
説
詩
者
向
、
因
取
所
載
一
篇
一
句
、
悉
衰
集
而
闇
論
之
、

以
薪
合
於
断
章
取
義
之
旨
。
凡
一
百
六
十
八
係
、
名
日
詩
如
例
。
(
又

た
左
伝
に
詩
を
引
く
に
、
皆
な
今
の
詩
を
説
く
者
と
同
じ
か
ら
ざ
る

を
以
て
、
因
り
て
載
す
る
所
の

一
篇

一
句
を
取
り
、
悉
く
衰
集
し
て

て
い
る
D

六
類
稿
』
三
十
巻
(
以
上
、
『
書
録
解
題
一
』
に
よ
る
V

な
ど
が
あ
る
。

伝
は
『
宋
史
』
巻
四
四
五
「
文
苑
七
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

沈
必
橡
(
生
卒
年
未
詳
)
、
字
は
子
腰
、
毘
陵
(
現
在
の
江
蘇
省

常
州
市
)
の
人
。
史
書
に
は
立
伝
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
経
歴
は
詳

ら
か
で
な
い
が
、
『
江
南
通
志
』
巻
一
百
二
十
「
選
挙
志
」
白
に
は
、

紹
興
年
間
(
一
一
三
一

i
一
一
六
二
の
進
士
と
し
て
名
が
み
え
、

や
は
り
毘
陵
と
同
じ
く
武
進
の
人
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
『
景
定
厳

州
統
志
』
巻
三
に
は
、
厳
州
(
現
在
の
斯
江
省
建
徳
市
)
の
州
学
教

授
(
経
興
二
年
〔
一
二
ハ
四
〕
六
月
初
三
日
到
任
)
の
任
に
あ
っ
た

と
の
記
載
が
み
え
る
。
な
お
熊
克
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
『
室
田
録

解
題
』
巻
三
、
孝
経
類
「
御
注
孝
経
一
巻
」
に
、
「
乾
道
中
、
察
洗

知
鎮
江
。
以
其
本
授
教
授
沈
必
橡
熊
克
、
使
刻
石
皐
宮
。
(
乾
道
中
、

察
洗
鎮
江
に
知
た
り
。
其
の
本
を
以
て
教
授
沈
必
珠
・
熊
克
に
授

け
、
学
宮
に
刻
石
せ
し
む
)
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
『
指
説
』
刊
行
の
経
緯
は
、
熊
克
の
政
に
、

唐
成
伯
稔
有
毛
詩
指
説
一
巻
断
章
二
巻
。
載
於
本
志
a

山
{
一
ポ
文
織
目

謂
、
指
説
略
叙
作
詩
大
旨
、
及
師
承
次
第
、
断
章
大
抵
取
春
秋
賦

詩
断
章
之
義
、
撮
詩
語
、
葉
而
出
之
。
克
先
世
蔵
書
、
偶
存
指
説
。

命
日
分
教
京
口
、
一
日
向
官
毘
陵
沈
必
珠
子
順
見
之
、
欲
更
訪
断
章

(
四
)

之
を
闘
論
し
、
以
て
断
章
取
義
の
旨
を
薪
合
す
。
凡
て
一
百
六
十
八

条
、
名
づ
け
て
詩
如
例
と
日
ふ
ご
と
い
う
。

宋
熊
克
嘗
輿
毘
竣
沈
必
議
:
:
:
乃
先
刻
指
説
熊
克
(
南
宋
・
高

二
三
乙

i
寧
宗
・
嘉
泰
四
年
ご
二

O
四〕、

宗
・
紹
興
二
年
〔
一

字
は
子
複
。
建
寧
建
陽
(
現
在
の
福
建
省
建
寧
県
)
の
人
。
高
宗
の
紹

興
二
十
七
年
(
一
一
五
七
)
の
進
士
。
幼
く
し
て
才
高
く
、
学
問
を

好
み
文
章
を
噌
み
、
ま
た
博
覧
強
記
と
し
て
知
ら
れ
た
。
進
士
及
第

後
、
紹
興
府
諸
盤
県
の
知
県
と
な
り
善
政
を
敷
い
た
D

の
ち
に
文
章

と
書
法
の
才
が
孝
宗
に
認
め
ら
れ
、
起
居
郎
お
よ
び
直
学
士
院
に
任

じ
ら
れ
た
。
淳
照
十
一
年
(
一

一
八
四
)
、
知
台
州
に
任
じ
ら
れ
た

が
、
こ
れ
を
辞
し
て
間
宮
を
請
い
、
以
後
は
著
述
に
没
頭
し
た
。
著

作
に
は
、
『
九
朝
通
路
』
一
百
六
十
八
巻
、
『
中
興
小
歴
』
四
十
一
巻
、

『
鎮
江
志
』
十
巻
、
『
京
口
詩
集
』
十
巻
、
『
館
学
喜
雪
唱
和
詩
』
二

巻
(
以
上
『
宋
史
』
芸
文
士
山
に
よ
る
)
、
『
官
制
新
典
』
十
巻
、
『
四



合
一
筋
一

一映
。
蓋
久
而
未
獲
、
乃
先
刊
指
説
於
沖
林
、
庶
血
〈
四
方
好

古
之
士
共
駕
。
乾
道
壬
辰
三
月
十
九
日
、
建
安
熊
克
記
。

(
唐
の
成
伯
稔
に
毛
詩
指
説
一
巻
・
断
章
二
巻
有
り
。
本
士
山
に
載

す
。
崇
文
総
自
に
謂
へ
ら
く
、
指
説
は
略
ぼ
作
詩
の
大
旨
、
及
び

師
承
の
次
第
を
叙
し
、
断
章
は
大
抵
春
秋
の
斌
詩
断
章
の
義
を
取

り
、
詩
の
語
を
撮
み
、
葉
め
て
之
を
出
だ
す
、
と
。
克
が
先
世
の

蔵
書
、
偶
た
ま
指
説
を
存
す
。
会
た
ま
京
口
に
分
教
せ
し
と
き
、

一
日
間
官
毘
陵
の
沈
必
珠
子
順
之
を
見
、
更
に
断
章
を
訪
ね
、

合
し
て
一
候
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
蓋
し
久
く
し
て
未
だ
獲
ず
、
乃

ち
先
づ
指
説
を
沖
林
に
刊
し
、
庶
は
く
は
四
方
の
好
古
の
士
と
共

さ
ん
。
乾
道
壬
辰
三
月
十
九
日
、
建
安
の
熊
克
記
す
)

と
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
指
説
』
は
も
と

熊
家
代
々
の
蔵
書
中
の
も
の
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
京
口
で
分
教
し
て

い
た
頃
、
同
僚
の
沈
必
殻
の
薦
め
も
あ
り
、
『
断
章
』
と
併
せ
て
刊

行
を
計
画
し
て
い
た
が
、
『
断
章
』
は
訪
書
の
甲
斐
も
空
じ
く
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
『
指
説
』
の
み
を
刊
行
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

五

中
興
小
歴
四
十
一
巻
(
現
行
本
は
四
十
巻
)

D

熊
克
の
撰
。
も

と
は
『
中
興
小
暦
』
と
い
っ
た
が
、
清
代
に
お
い
て
高
宗
の
誇
を
避

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
「
毛
詩
指
説
」
m

訳
注

(
重
野
)

(
六
)

け
て
『
中
興
小
歴
』
、
『
中
興
小
紀
』
に
改
め
ら
れ
る
。
本
書
の
特
徴

と
し
て
は
、
南
宋
の
高
宗
一
朝
の
史
事
を
編
年
体
に
よ
っ
て
-
記
し
て

お
り
、
陳
振
孫
は
「
克
之
一
筋
書
、
往
往
疏
略
多
低
梧
、
不
稽
良
史
。

(
克
の
幸
一
一
同
為
る
や
、
往
往
疏
略
に
し
て
紙
梧
多
く
、
良
史
と
称
せ
ず
ご

(
『
書
録
解
題
』
巻
四
「
編
年
類
」
)
と
酷
評
す
る
が
、
熊
克
は
典
故

に
精
通
し
て
い
た
た
め
、
南
宋
初
期
の
典
章
制
度
が
多
く
引
用
さ
れ

て
い
る
D

ま
た
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
現
在
伝
わ
ら
な
い
史
料
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
い
に
参
考
に
値
す
る
。
『
提
要
』
巻
四

十
七
、
史
部
一
二
「
編
年
類
」
に
著
録
す
る
。
原
本
は
早
く
に
散
侠
し
、

四
庫
全
書
本
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
現
行
本
と
し
て
き
た
も
の
は
、

い
ず
れ
も
『
、
氷
楽
大
典
』
か
ら
の
輯
供
本
で
あ
っ
た
が
、
近
年
『
皇

朝
中
興
紀
事
本
末
』
七
十
六
巻
(
上
・
下
冊
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、

二
O
O
五
年
三
月
)
と
し
て
、
原
史
料
に
近
い
海
正
九
年
(
一
七
三

一
)
の
紗
宋
本
が
出
版
さ
れ
た
。

分
数
分
校
教
宮
と
し
て
学
生
を
指
導
す
る
口
中
唐
・
韓
愈
「
鄭

十
校
理
を
送
る
序
」
に
、
「
愈
矯
博
士
也
、
始
事
相
公
於
祭
沼
。
分

教
東
都
生
也
、
事
相
公
於
東
太
胤
子
。

(
愈
博
士
為
り
し
と
き
、
始
め

て
相
公
に
祭
酒
に
事
ふ
。
東
都
の
生
に
分
教
せ
し
と
き
、
如
何
公
に
東

太
学
に
事
ふ
)
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
河
南
の
張
員
外
を
祭
る
文
」

七
七
頁
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。
戸ヒ

に
、
「
ハ
刀
教
東
生
、
君
接
苑
首
。
(
東
生
に
分
教
せ
し
と
き
、
君
は
苑

に
抜
と
し
て
首
た
り
ご
と
あ
る
。

(
七
)
沖
林
こ
こ
で
い
う
「
沖
林
」
は
、
宋
代
、
湖
南
の
長
沙
に
あ
っ

た
州
学
を
さ
す
。
南
宋
・
王
炎
「
張
総
領
に
上
る
」
(
『
双
渓
類
稿
』

巻
十
六
)
に
は
、
「
分
教
沖
林
、
嘗
蒋
計
蓋
之
庇
、
撮
丞
支
郡
。
」
(
浮

林
に
分
教
せ
し
と
き
、
嘗
て
計
台
の
庇
を
籍
り
、
支
郡
に
摂
丞
す
)

と
あ
り
、
向
じ
く
「
林
符
制
奏
議
の
序
」
(
向
、
巻
二
十
四
)
に
、
コ
得

照
政
大
卯
秋
、
三
山
林
公
帥
長
沙
、
時
某
承
乏
沖
林
。
(
淳
照
球
大
卯
の

秋
、
一
二
山
の
林
公
長
沙
に
帥
た
り
、
時
に
某
れ
洋
林
を
承
乏
す
ご

と
あ
る
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
本
学
名
誉
教
授
向
嶋
成
美
先
生
に
は
拙
稿
に
対

す
る
懇
切
了
寧
な
ご
批
正
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
特
に

記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
口

〔
追
記
〕

入
稿
後
の
去
る
十
月
、
こ
れ
ま
で
本
誌
に
つ
い
て
、
た
び
重
な
る
ご
指
導

を
賜
っ
て
き
た
向
嶋
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
の
完
成
を
お
見
せ
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
こ
の
場
を
お

七
八
真

借
り
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
Q

(
筑
波
大
学
大
学
続
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)


	051
	052
	053
	054
	055
	056
	057
	058
	059
	060
	061
	062
	063
	064
	065
	066
	067
	068
	069
	070
	071
	072
	073
	074
	075
	076
	077
	078
	079
	080
	081
	082

